
 米国のトランプ大統領は、ＣＮＮ等の既存の放送局を「フェイク（嘘の）ニュース」と決めつけ、自身のフェイ

スブックで「リアル（本当の）ニュース」の配信を始めました。報道によると、フェイクニュースを作成する団体も

実在するそうです。一方、国内のマスコミ報道は、国民がおもしろがる情報に偏っていて、公平性を欠いてい

る気がします。かつて、日本のマスコミが国民を太平洋戦争へミスリードしたことを思うと、マスコミ報道をその

まま受け入れることには抵抗感があります。 

 個人レベルでも、ＳＮＳ等で自由に情報発信ができる時代です。ネット上のおびただしい情報の中に、正確

でないものや虚偽のものが混じるのは当然です。個人攻撃のための誹謗中傷や災害時の虚偽内容のツイー

トの事例も報告されています。知らないうちに個人情報が抜き取られ、他の人に誘導されたり、操られたりす

ることもあるようです。 

このように、皆さんが生きる時代は「フェイクニュースの時代」と言っても過言ではありません。 

このような時代をよりよく生きるには、情報の真偽を確かめる姿勢や能力が大切です。学生である皆さん

が、情報の真偽を確認することは容易ではありません。しかし、皆さん自身の教養や注意力を高めることで、

情報の真偽を判断する力を身に付けることはできるのではないでしょうか。 

例えば、図書館で報道に関する本を読んだり、最近のニュースについて、友人や先生、保護者と真剣に意

見を交わしたりするのです。公共放送や大新聞の情報であっても、「本当かな？」という批判的な視点で接す

ることも大切です。 

少なくとも、自分でない誰かが流す情報を、無批判に信じてしまうことはや

め、自分の頭で考え判断する習慣をつけてください。それが、フェイクニュースの

時代をよりよく生きるためのスキル（能力）だと思います。 

 ９月６日（水）に（株）ＬＩＮＥから講師を招いて、講演会を行います。これも参考

に、フェイクニュースを見抜く力をつけましょう。 
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「フェイク（嘘の）ニュースの時代」 
                       

 
 

 本校出身のモーターボートレーサーである下條雄太郎さんとその後援会

から、「将来を担う生徒たちに使ってほしい」ということで、寄付（１０万円）を

いただきました。有効に使わせて頂きます。ありがとうございました。下條さ

んは、勝本町出身で、本校卒業後モーターボートレーサーの試験に一発で

合格し、現在までに１２回も優勝するなど、大活躍されています。下條さん

やそのご家族にお会いすることがあれば、お礼を伝えてください。 
 



 「３年生の８月は、夏休みがほとんどない！」

そう言うと１，２年生は３年生に進級したくないな

あ、と思ってしまうのかもしれません。でもこれ

は、休みがないくらい、将来の目標に向かって充

実した毎日を過ごしていることの裏返しなので

す。来春以降の生活のため、この時期の頑張り

は不可欠です！ 

 公務員志望の生徒は、福岡で公務員講習会に

参加し、実力向上に努めました。就職希望生徒

は求人票とにらめっこし、面接練習を実施。進学

希望生徒は日田市で学習合宿。中国語専攻の

生徒は上海語学研修。一言で表せないくらいど

れも充実しており、大変だったのですが、みんな

よくがんばりました。保護者の皆様もご協力あり

がとうございました。 

 ７０回生諸君、いよいよ明後日は高校生活で最

も想い出に残るであろう体育祭だ。自分たちだけ

で盛り上がるのではなく、ブロック生徒や観覧客

も含めた一体感を作り上げてくれると大いに期待

している。職員も協力は惜しまない。最高の体育

祭を７０回生学年団自らの手で作ろう！ 

   新学期の始まりは高校生活３年間の折り返し

ともなります。生徒たちはそれぞれ充実した夏を

過ごしたことと思います。２年生は、７月に文理共

に総合的な学習において自らテーマを設定し、

課題を見つけ、その解決策を模索したり、分析・

研究したりと自発的な学びを体験し、進路につい

て再認識しました。また、オープンキャンパスで

は、進学後をより具体的にイメージできるように

なり、学童保育ボランティアや看護体験では実体

験することで、自身の適性も含めて、進路につい

て考えを深めました。その他にも海外研修や課

外活動に参加し有意義だったとの報告を受けて

います。２学期は、それらの体験を糧とし、進路

実現・目標達成への体力・学力・精神力をより向

上させる指導を行っていきます。特に、今後の模

試は、５教科となり、一層家庭学習力が問われま

す。既に部活動の中心となっている２年生にとっ

ては単に両立だけでなく先輩としての振る舞いも

求められ、より大変な毎日となりますが、どうぞ

生徒たちをあたたかくも厳しく支援していただけ

れば幸いです。２学期もよろしくお願いいたしま

す。 

  夏休みは普通コースは「Study Camp」、東ア

ジアコースは「上海語学研修」「歴史学巡検」が

行われました。Study Campの事後アンケートで

は、「30時間もの学習を、やり抜くことが出来たの

で、自信になった。」「質問に行くことで理解が深

まり、もっと勉強したいと思った。」など、学習に対

する意識の変化が見られ、有意義なものになっ

たようです。また、上海語学研修では、「学んだ

中国語を積極的に使うことができた。」歴史学巡

検では「貴重な資料や世界遺産を目の前にして

圧倒されました。」など、実際に体験することでし

か得られない感動を経験出来たようです。今後

の学習にもより一層励んでもらえるのではないか

と期待しています。 
        
 

第 ２ 学 年 より 

第 １ 学 年 より 

第 ３ 学 年 より 

  

今年の夏は多くの部活動が

大会に出場しました。特にみ

やぎ総文祭には放送部と３

年６組の中尾美穂さんが出

場しました。県の代表として

素晴らしい発表をしてくれま

した。今後の活躍にもご期

待ください！ 



進 路 指 導 部 より 

９月行事予定 ①１年 ②２年 ③３年  壱岐高Topics! 

「日独スポーツ少年団交流会」 

 ８月２日、ドイツのスポーツ少年団と交流会を催

しました。本校の英語部、書道部、調理部、放送

部が日本の文化を紹介し、「おもてなし」をしまし

た。焼酎のラベル作りや書道部のパフォーマン

ス、各部活動の見学などで楽しい時間を過ごして

いただけたようです。 

 1年生は今年度から、『study camp』を校内で7

月26日から4日間、3年生は例年通り大分県日

田市にて7月30日から6泊7日の学習合宿を実

施しました。学習時間に違いはあっても、両学

年とも「自学リーダー」とその他全生徒が向かい

合い真剣に自学を行いました。1年生は1日９時

間に及ぶ学習を経験し、「やればできる」という

自信を得ることができたのではないでしょうか。

3年生は1200枚準備していた質問用紙が尽きて

しまうほど、自学同様、質問にも熱心かつ主体

的に取り組むことができました。今後も合宿同

様、謙虚かつ真摯な姿勢で学習に臨むようご家

庭でもご指導をお願いします。  

1 金 【代休9/2】 就職出願開始③  

2 土 体育祭   

3 日 公務員国家一般③   

4 月 体育祭予備日 文化祭準備①②(午後)  

5 火 文化祭準備①②(午後)   

6 水 文化祭準備①②(午後) 1校時 情報教育  

7 木 文化祭準備①②（終日）   

8 金 【代休9/9】   

9 土 文化祭   

10 日 ＨＳＫ②③   

11 月    

12 火    

13 水    

14 木 ＬＨＲ(後期自治委員選出)   

15 金    

16 土 
★①② 進研マーク模試③      

就職試験開始③ 

17 日 進研マーク模試③   

18 月 【敬老の日】   

19 火    

20 水 ＬＨＲ（後期自治委員任命式等）  

21 木 考査時間割発表  短縮授業 

22 金    

23 土 【秋分の日】   

24 日    

25 月    

26 火    

27 水    

28 木 
中間考査①②③           

受験用写真撮影③(冬服)［１日目］  

29 金 
中間考査①②③           

受験用写真撮影③(冬服)［２日目］  

30 土 壱岐地区ＰＴＡ研修会（勝本） 

３学年 学習合宿の様子↓ 



           〈上海語学研修〉 
 ７月２４日から８月７日の１５日間、中国語専攻生計２０名が、上海外国語大

学での中国語語学研修に参加しました。初級と中級クラスに分かれて中国語の

勉強が始まり、３年生は途中から上級クラスで世界各国の留学生と同じ講義を

受けるなど、レベルの高い環境で語学力を磨きました。研修の終盤には、自分

の故郷を中国語で紹介したり、上海外国語大学の学生たちと中国語で積極的

に交流し市内研修を行うなど、有意義な研修となりました。中国語の学習に打ち

込んだ夏の成果は、秋のスピーチコンテストや検定試験で大いに発揮してくれ

ることでしょう。 

〈歴史学巡検〉 
 歴史学専攻の１・２年生が、歴史学の専門性を高めるために、

遺跡や博物館などを巡検しました。２年生は近畿地方、１年生は

福岡・長崎を中心に訪問しました。 

〈２年生〉 

 ２年生４名は、大阪・奈良・京都を巡りました。大阪城・難波宮

に始まり、西本願寺で終結した巡検は、「巻向遺跡と箸墓古墳」

「古代宮都の変遷」「秀吉と家康」「幕末の政変」などの大テーマを

中心としながら、付随して様々な歴史知識を得ることのできる、大

変価値的なものとなりました。実際に史跡を巡ることで臨場感を

持って歴史を学ぶことができました。多くのご支援・ご協力のもと

経験させていただいた今回の研修を礎にして、これからの論文作

成、研究発表活動につなげていきます。 

東アジア歴史・中国語コース 

〈１年生〉 

 １年生５名は、福岡では福岡城跡や板付遺跡、九州国立博物館等を巡検し、長

崎では亀山社中跡やグラバー園、三菱造船所等を巡検しました。古代から近代の

歴史まで幅広く学ぶことを目的とし、多くの史跡を巡ることでスケールの大きさや

歴史の奥深さなど沢山の感動に出会うことができました。また、交易地長崎の

「和・華・蘭」を様々な視点から学び、歴史への興味・関心をさらに高めることがで

きました。この研修を財産に、１年生が今後さらに成長してくれるものと期待してい

ます。 

「東アジア歴史・中国語コース体験入学」 
 ８月２５（金）、２６日（土）において、東アジア歴史・中国語コースの第１回体験入学を行いまし

た。島内からは８名、島外からは１１名の中学生に来ていただき、本校生徒も精一杯コースの魅

力をお伝えしました。来年また会える日を楽しみにしています。 

 また１１月４日（土）に日中友好交流ツアー、１１月５日（日）に第２回体験入学を行います。奮っ

てご参加ください。 


